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■青年技術者のことば

近年、都市部では隣地に近接した

条件下で山留め工事を行う場合が

多く、周辺環境に与える影響に対

して適切な設計・施工管理が必要

であり、技術者の責任は大きいと

考えられる。

私は、入社1年目で建築設計部の

構造課に配属され、2年目で現場

に配属された。現場は、既存躯体

の解体や鉄骨建方工事など様々な

工事が行われている状況であった。

今回、構造検討を含めた山留め工

事の計画から実際の施工管理まで

を行う貴重な経験をした。その中

で、山留め計画には、構造的な条件

だけでなく材料や施工重機の選定

等の施工的な条件を踏まえた総合

的な判断が必要であることを実感

した。また山留めは仮設構造物な

ので建築設計に関わる制限に比べ

て山留めの設計に関わる制限は少

ないため、柔軟な発想で計画する

必要があることを実感した。

今後は、研究職として技術開発に

携わる予定である。現場で経験

したことを活かして技術開発を行

い、そこで得られた成果やノウハ

ウを現場に還元して役立てる取り

組みを続けていくことが自身の役

割であると考えている。
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本設躯体を利用する大深度の根切り山留め工事の施工計画について
―アイランド工法に伴う鉄骨躯体の検証―

図 4　解析モデルの概要

図 2　施工ステップ

写真1　本設躯体と切梁
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後行工区の切梁

図 1　計画上の課題とアイランド工法の概要

写真 2　切梁架設状況
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●工事概要と課題
計画建物は、地上22階、最高高さ

130mの事務所ビル（S造、柱CFT造）で

ある。計画敷地は崖地部であり、地盤は

既存建物の一部を利用して支持されてい

た。本工事では、崖地部の地盤を支持し

ながら約19mの根切り工事が必要であ

り、山留め支保工は偏土圧が作用する

ため主に地盤アンカー工法で計画した。

しかし、計画敷地の東側では、山留め

壁と隣地躯体が近接しており、山留

め背面側に地盤アンカーの必要な定着

長を確保できない課題があった。一方

で、西側には残置された既存躯体があ

り、東西方向に切梁を架設することが

できないため、山留め計画は困難を極

めた。私は、建築設計部の構造課から

本現場へ異動して、主に山留め工事の

施工計画とそれに伴う構造検討に携

わった。本稿では、本工事の山留め工

事の施工計画と私が担当した構造検討

について報告する。

●アイランド工法の計画
上述の課題に対し、施工範囲を先行・

後行工区に分け、図1に示すアイラン

ド工法による根切り山留め工事とする

ことで解決した。図2に、施工ステッ

プを示す。

STEP-1：山留め壁を二重に設けて地

盤アンカーを打設できるだけ地盤を

残し、先行工区を掘削。

STEP-2：先行工区の鉄骨建方および

地盤アンカーの撤去。

STEP-3：切梁を本設躯体に架設して

山留め壁を支持しながら、後行工区

の掘削。

STEP-4：床付け後、擁壁躯体工事を

進めながら切梁を解体して、後行工

区の鉄骨建方を行い完了。

地盤の高低差が約19mと大きいため、

大きな土圧が作用することが想定さ

れ、山留め支保工の安全を確保するに

は、本設躯体に確実に反力を負担させ

る必要があった。そこで切梁3段を本

設スラブと同じレベルに設置すること

で、スラブに作用する切梁反力を鉄骨

架構全体で負担させた。

図3に山留め支保工計画図の一例を示

す。本設スラブと腹起しの間に仮スラ

ブを設けることで、荷重を本設スラブ

に直接作用させずに分散させる計画と

した。また1段目支保工の最も南側の

切梁については、山留め壁からスラブ

までの距離（31.9m）が長いため集中

切梁とした。

●本設躯体の構造解析
切梁反力を本設躯体に作用させるた

め、構造解析を実施して施工時の安全

を確認した。

現場で行われた「山留め施工検討会」

で提案された切梁の位置や荷重に基づ

いて、汎用構造解析プログラムを用い

て解析モデルを作成して、応力を算出

した。切梁反力は、計画部門と連携し

て山留め弾塑性解析プログラムを用い

て計算した値を、水平方向の等分布荷

重として設定した（図4）。

解析結果に基づき、柱・大梁・スラブ

に発生する応力は、部材の長期許容応

力度以下であり、切梁反力を本設躯体

が負担できることを確認した。

●まとめ
本工事では、アイランド工法を採用す

ることで、根切り平面の全長に渡り水

平切梁を架設する場合と比較して、切

梁数量を削減することができた。また

構造解析を実施することで事前に安全

を確認して工事を進めることができた。


